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本
市
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
４
月
よ
り
上

山
市
全
域
が
過
疎
地
域
に
該
当
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
の
人

口
動
態
（
２
０
２
０
年
）
を
み
る
と
、
自
然
動
態
が
３
３
４

人
の
減
、
社
会
動
態
は
１
１
７
人
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
や

は
り
生
ま
れ
る
子
ど
も
の
数
が
少
な
い
こ
と
が
人
口
減
少
の

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人
の
女
性
が
生
む
子
ど
も
の
平
均

数
）
も
上
山
市
は
１
・
２
０
で
、
全
国
（
１
・
３
３
）
お
よ

び
山
形
県
（
１
・
４
１
）
を
下
回
っ
て
い
ま
す
（
２
０
２
０

年
）
。　
　

　

人
口
減
対
策
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
す
が
、
わ
が
国
の

子
育
て
支
援
の
公
的
支
出
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
フ
ラ
ン
ス
の
３
分

の
１
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
国
策
を
待
た
ず
、
本
市
が
率
先

し
て
経
済
的
支
援
を
進
め
る
た
め
に
、
以
下
の
提
案
を
行
い

ま
し
た
。

★
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
強
化
を
提
案

  　

大
学
の
学
費
は
国
立
大
学
で
も
年
間
５
０
数
万
円
、
４
年

間
で
２
４
０
万
円
以
上
か
か
り
、
生
活
費
を
加
算
す
る
と
４

年
間
で
５
～
６
０
０
万
円
、
私
立
だ
と
１
千
万
円
近
い
負
担

と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
多
く
の
方
た
ち
が
奨
学
金
制
度
を
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
卒
業
し
た
段
階
で
数
百
万
円
の
負
債
を
抱
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
山
形
県
に
は
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
が
あ

り
、
１
２
４
万
８
千
円
を
上
限
に
支
援
す
る
も
の
で
す
が
、

定
員
が
あ
り
、
対
象
職
種
が
医
療
・
福
祉
関
係
、
公
務
員
は

除
か
れ
る
こ
と
か
ら
極
め
て
限
定
的
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

鶴
岡
市
で
は
職
種
の
枠
を
撤
廃
し
た
だ
け
で
な
く
、
支
援

金
額
も
県
に
上
乗
せ
し
、
ま
た
市
外
出
身
者
に
も
対
象
枠
を

広
げ
、
専
門
知
識
を
有
す

る
学
生
が
ふ
る
さ
と
に
戻

り
、
地
元
の
産
業
振
興
を

進
め
る
環
境
整
備
が
図
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
市
の
若
者

人
口
を
増
や
す
だ
け
で
な

く
、
産
業
発
展
の
人
材
を

育
成
す
る
上
で
も
、
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
の
強
化

が
必
要
で
す
。

★
学
校
給
食
へ
の
公
費
助
成
が
実
現
！

　

円
安
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
天
候
不
順
な
ど
に

よ
り
物
価
が
高
騰
し
、
特
に
食
材
の
値
上
げ
に
よ
り
学
校
給

食
も
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
国
の
方
か
ら

は
臨
時
交
付
金
の
活
用
が
可
能
な
事
業
と
し
て
、
学
校
給
食

の
負
担
軽
減
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
交
付
金
も
活
用
し
な
が
ら
、
本
市
で
も
食
材
費

高
騰
分
を
公
費
で
負
担
し
、
家
庭
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

学
校
給
食
費
へ
の
助
成
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
長
答
弁　

令
和
４
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
の
新

　

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

を
活
用
し
食
材
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
で
、

　

給
食
費
の
値
上
げ
を
抑
え
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

　

て
ま
い
り
ま
す
。

人口減少対策の強化を提案
上山市の人口動態

自然動態
出生 死亡 増減
129 463 -334

社会動態
転入 転出 増減
655 772 -117

2020年　単位：人

合計特殊出生率
全国 山形県 上山市
1.33 1.41 1.2

＊人口維持の基準は2.07

上
山
市
全
域
が
過
疎
地
域
に
該
当

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
？

　
　
　
出
産
大
国
フ
ラ
ン
ス
に
学
ぶ

　

フ
ラ
ン
ス
は
１
９
９
３
年
に
１
・
６
ま
で
下
降
し
て
い
た

出
生
率
を
回
復
さ
せ
、
２
・
０
前
後
を
維
持
し
て
い
る
出
産

大
国
で
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
出
産
・
子
育
て
と
就
労
を

両
立
さ
せ
る
政
策
を
実
現
し
た
こ
と
、
経
済
的
な
支
援
を
抜

本
的
に
強
化
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　＜主なフランスの出産・子育て支援策＞

　○就業時間の短縮（週３５時間、日本は４０時間）

　○女性の出産・子育てと就労を両立させるために男性の

　　産休制度（７割が取得）

　○安い教育費（公立校は授業料が高校まで無料、大学も

　　年数万円の授業料のみ）

　○独特の税制（家族の数が多いほど所得税が緩和）

　○財源の６割は企業からの拠出金、２割が直接税、残り

　　は国庫拠出金

子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
　

経
済
的
支
援
の
強
化
を
提
案

（
裏
面
へ
続
く
）


